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おおたこうれん
Ｎｏ．４０8　令和 7年5月30日

おおたこうれん

※実施月についてはあくまで予定であり、変更となる可能性がある。

令和7年度の主な事業予定

令 和 7 年 度 大 田 区 「 優 工 場 」 を 募 集 し ま す ！

応募資格 大田区内で生産・加工現場を有した常時稼働している工場（工場認可が必要）
 ※工場及び労働環境などの状態が法令等に抵触する場合は対象とならないことがあります。

募集期間 令和7年5月１日（木）～7月31日（木）17時必着
 ※申し込みを希望される場合には、事前に下記担当までご連絡ください。

実地調査 令和7年9月3日（水）～9月5日（金）いずれか１日（90分程度）
最終確認 9月下旬～10月上旬の１日（30分程度）
審　　査 実地調査を踏まえ、10月の審査会にて決定致します。
認定期間 5年間（令和3年度以降認定を受けた工場は今年度お申込みいただけません。）
表 彰 式  令和8年1月30日（金）（予定）
特　　典　　　1）協会Webサイトでの紹介　　認定工場の概要を掲載し、PRビデオを撮影・配信する等、インターネットを利用したPRを行います。
 2）パンフレットの作成　　認定工場のパンフレットを作成し、国内外からの視察や各種窓口・催事で告知します。 　
 3）贈呈品　　・「優工場」プレート 　・「優工場」認定証　・認定工場一覧のパンフレット　・企業紹介パネル　・企業PR動画　等
 4）大田区中小企業融資あっせん制度の優遇　　「チャレンジ企業応援資金」における中小企業診断士による経営診断が免除されます。※優工場認定期間中に限ります。
 5）おしごとナビ大田区の無料掲載　　大田区産業振興協会が運営する求人情報サイト「おしごとナビ大田区」に求人情報を1年間無料掲載できます。

お問合せ  （公財）大田区産業振興協会　産業人財係 TEL：03-3733-6109　FAX：03-3733-6459

人に優しい、まちに優しい、技術・経営に優れた工場を「優工場」に認定し、さらに優秀な工場を表彰することによって、
大田区の工業に従事する人のやりがい、生きがいを引き出すとともに大田区工業の振興を図ることを目的とします。 
貴工場の優秀性を内外にアピールするチャンスとして「優工場」にぜひご応募ください。

実施月 事業名 担当会 備考

4月 第 59 回定時総会 大田工連青年部

6 月
マッチングセッション

OTA2025
広報部会

6月 17 日 ( 火 )
開催予定

7 月 委員引継研修会 工和成年会 1泊 2日を予定

8 月頃 納涼会 蒲田工業経営研究会

9 ～
10 月

工場見学会
蒲田工業協同組合

木鶏会

10 ～
11 月

講演会
大森工場協会
ＹＭクラブ

11 月 OTA ふれあいフェスタ 大田工連青年部
各会青年部で
出展予定

12 月 忘年会 蒲田工業経営研究会

2 月 テクニカルショウヨコハマ 大田工連青年部 共同出展を予定

4 月 第 60 回定時総会 大田工連青年部
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THE PARTY
２０２5

大田区の『町工場バンド』らが参加する音楽イベント「THE　PARTY
２０２５」が、３月８日16時30分から、大田区産業プラザPiO １F大展
示ホールで開かれた。会場一杯の聴衆たちは、腕を振り上げ声を張り
上げ、音楽が生み出す鼓動に体と心を震わせた。「音楽で絆を深め明日
の活力につなげる」（鈴木晶雅大田区長）同イベントを写真で振り返る。K Z オ ー ル ス タ ー ズ

『帰ってほしいの』や『君の瞳に恋してる』など 1970年代のソウルナンバーを演
奏。トップバッターながらクライマックスのように盛り上がった。

3 6  w i t h  I Y
同級生バンドに女性ボーカルを迎えた構成。「プ
リンセスプリンセス」や「HOUND DOG」など
1980年代の邦楽ロックを歌い上げた。

N O  B A L A N C E
映画『バック・トゥ・ザ・フューチャー』の主題歌である『パワー・オブ・
ラブ』などを披露。左はボーカルの Kamata　Minoru　右はギターの
Terry

天留 希  w i t h  F a c u l t y  B a n d
日本工学院ミュージックカレッジで結成されたバンド。
コーラスの女性たちは見事なハーモニーを奏でた。

Y u k o r i n　 B a n d
山口百恵の『イミテイション・ゴールド』や中森明菜の『北ウィング』など昭和歌謡を熱唱した。

T h e  B e a t n i k
ブラックビスケッツの『タイミング』や往年の名曲『YMCA』を演奏。
トリにふさわしい熱狂を生み出し、PARTY の幕を閉じた。

s h a m p o o
居酒屋で知り合って結成したという 3ピースバン
ド。「ブルーハーツ」や「ELLEGARDEN」などの
ギターロックで会場に清冽な風を送り込んだ。

ライダー K I S S
仮面ライダー× KISS というコンセプトのバンド。衝撃のビジュアルと高い演奏技術で
観客を狂騒の渦に引きずり込んだ。
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【概要】
区内中小製造業・運輸業・建設業に新たに就職し、大田区内に居住して奨学金を返済している方 （40歳未満）に対して、

奨学金返還額の半額（上限10万円／年）を最長５年間分（60か月分）助成します。

区内在住・在勤で奨学金の返済を抱えている就業者を支援することにより、区内中小企業の人材確保を促し、
就業者の定着率を上げるとともに、若年就業者の経済的負担を軽減します。

【目　的】

以下のすべてに該当する企業に就職した方が、支援金交付の対象になります。【対象の就業先となる企業】

令和７年度大田区ものづくり等人材確保のための奨学金返還支援制度について
6 月中に就業者の事前申請受付を開始しますので、採用活動にご利用ください！

*詳細については、必ず区のHP等を
ご確認ください。

大田区産業経済部 産業振興課 ( 調整・工業担当 )
電　話  ：  03-5744-1376

大田区産業経済部 産業振興課 ( 調整・工業担当 )
電　話  ：  03-5744-1376

就業者が直接区に申請して、支援金の交付を受けますので、企業様のご負担はありません。
　　　　　　　　　　　に入社された方が対象となります。

※支援金の交付は、令和8年 4月以降になります。

令和 7年 4月１日以降

■中小企業基本法に定める中小企業者 
　・資本金3億円以下または従業員数300名以下の法人。個人事業主は対象外。
■主な事業内容が、製造業・運輸業・建設業のいずれかであること
　・事業売上の50%程度以上が、該当する業種であること。 ( 就業者が提出する履歴事項全部証明書等にて確認します。) 
■大田区内の本社または事業所等に就業すること
　・大田区内の事業所等に就業する方のみ、支援金交付の対象。 

【問い合わせ先】

【問い合わせ先】

「令和６年度 大田区ものづくり産業等実態調査」を実施しました

１ 調査の目的と背景
　昨年度におきましては、「大田区ものづくり産業等実態調査（以下、本調査
という。）」にご協力を頂き、誠にありがとうございました。
本調査は区、大田区産業振興協会による今後の産業振興施策の立案や実施等に
向け、区内ものづくり企業等の受発注の現況やものづくりを取り巻く変化等、
区内ものづくり産業等の実態を把握することを目的としたもので５年ごとに実
施しています。

２ 本調査の概要
　本調査では、区内ものづくり企業の概要（従業者規模、業種区分等）、対応
領域・得意分野に加えて、業務活動・地域別受注割合・操業環境、地方・海外
拠点とのネットワーク、ファブレス企業との連携、人材確保、技術・技能の継
承、事業承継、環境負荷軽減に関する取組、デジタル化、創業年数別の企業の
特徴、スタートアップとの連携、新製品開発、羽田イノベーションシティ、物
流施設への立地等、様々なテーマの調査分析を実施しています。
　概要版では、先進的な取組を行う区内企業の事例紹介に加えて、今回初めて、
区内ものづくり企業が活用できる区、大田区産業振興協会、その他、支援機関
の取組を参考例示しています。

３ 技術・技能の継承
　本誌でも掲載内容の一部を紹介します。例えば、技術・技能の継承に向けた
対応策として、「若手従業者の育成」を挙げる事業所が５割強（52.2％）、「従
業員の雇用延長・再雇用」を挙げる事業所が約４割（40.8％）と多いです。ま
た、「技術・技能を持つ人材を採用する」という形で対策を行う事業所も３割
強（31.7％）と一定数みられます [ 図表 ]。

　概要版では、技術・技能の継承に係る調査結果に加えて、人材育成に取り組
む企業を紹介するとともに、区が大田工業連合会に委託して実施する「次世代
ものづくり人材育成事業（事業者向け）」を紹介しています。このように、各テー
マにおいて、調査結果、先進的な取組を行う区内企業の事例紹介、支援機関の
取組を参考例示しています。

４ おわりに
　区は、令和５年度に策定した大田区産業振興ビジョンが目指す将来像の実現
に向け、本調査結果で現状の課題を洗い出し、今後につなげてまいります。本
調査結果はホームページでも公開しておりますので、ぜひご覧いただければ幸
いです。

[ 図表 ] 技術・技能の継承に向けた対応策＜複数回答設問＞

「令和６年度 大田区ものづくり産業等実態調査」
ホームページ
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　大田工業連合会は３月13日、鉛筆を使って立
体物を描くコツを学ぶ「立体表現セミナー」を
開催した。会場は大田区産業プラザPiO５階会
議室。講師は(株)良品計画で10年間研修を実施
している、文化学園大学・SDC専門学校の非常
勤講師、エムデザイン代表取締役で立体表現ア
ドバイザーの芦田正治氏が務めた。15名が参加
した。
　セミナーは、円の中に立方体を描くことから
スタート。円の中にある４つの点をつなぎ四角
形を作る。芦田先生は「絵を描くこと、線を引
くのが苦手な人は掛け線のある紙を使うべき」
と話しながら、四角形を書いていく。続いて、
その四角形の４つの中心点を挟んで線を引き、
奥行きをつくる。たどたどしくも立方体ができ
た。
　芦田先生はこの立方体を物が入る段ボールと表現。テーブルを描
くときは、この立方体がテーブルを覆う段ボール箱と考えて描けば
良いんですと話し、箱の中にテーブルを描く。テーブルに背もたれ
を描けば椅子になる。絵心がない記者にも簡単に描けた。驚きだ。
　続いて先生は四角形から線を引き、部屋を描いていく。最初に奥
行きを作り、壁とドア、窓を、照明ができていく。最後に床のフ
ローリングを描くと、またもや簡単に部屋が描けた。
　最後は、四角い箱の中に「奥から向かってくる自動車」を描くこ

とに。それまでに描いた椅子や部屋に比べると難易度が高く思えたが、
指示通り線を引いていくと、誰もが躍動感のある車が描けた。
　芦田先生の指示は、抽象的・感覚的ではな
く、「A点とB点の真ん中からC点に向かって
まっすぐ線を引く」というように具体的で数字
にも置き換えるデジタルな内容だ。「立体表現
はセンスがなくても可能。図が描けるのは最高
で、仕事に生かせる」と語っていた。

必ず仕事に役立つ！
立 体 表 現 セ ミ ナ ー 開 催

セミナー風景

自動車も先生の指導で上手に描けた箱から始めて椅子を描く 中心点から線を引き部屋に

1.70%
（2025年5月1日現在）

2026

・法律相談・税務相談・労務相談・金融相談

※融資利率は金融情勢により変わることがあります

※大田区より当初3年間、支払い利息の40％が補助されます。
※日本政策金融公庫での融資決定時の利率が適用されます。
※最新の金利については大田支部へお問い合わせ下さい。

10 10

立体表現動画


